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京都の町中をよく見てみると､様々なところに銭湯があるなと感じる。私が大学に通

う途中にも 2，３箇所は存在している。実際に、公衆浴場数は全国で見ても 7番目に

多い。更に政令市・中核市の中の人口 10万人あたりでの銭湯数だと京都市は 5位とか

なり多い。これらから京都は銭湯の町だと言ってもいいだろう。以前の私は京都に温

泉というイメージがなく、近くに銭湯があることを認識はしていても利用したことは

なかった。だが、3回生のあるとき友人に、近くにいい温泉があると紹介され、それ

が船岡温泉であった。こうしてはじめて利用し、その結果、銭湯、船岡温泉の虜にな

り、好きな京都の場所のひとつとなり通うようになった。今回は船岡温泉の歴史や特

徴、私が実際に訪れて感じた事などを紹介し、少しでも船岡温泉の魅力が伝わればと

思う。 

 

船岡温泉は京都の北区紫野南舟岡町にある公衆浴場であり、船岡山の南に位置して

いる。脱衣場や浴場、隣接する旧船岡楼、旧理髪店の計四カ所が国の登録有形文化財

に登録されている。ちなみに、船岡温泉の「温泉」とは上方における伝統的な風呂屋

の屋号に多く見られるものであり、天然温泉を意味するものとは異なる。船岡温泉の

歴史は大正 12年（1923年）、初代の大野松之助が料理旅館「船岡楼」として創業した

ことから始まる。昭和 8年（1933年）には特殊舟岡温泉と改称され、日本で初めて電

気風呂が設けられた。その後戦争により窮乏するが昭和 22年（1947年）に一般公衆

浴場として営業が再開され今に至る。 

船岡温泉の特徴のひとつである脱衣所には天狗と源頼朝の彫刻があしらわれた漆塗

りの格天井や京都三大祭りのひとつである、葵祭の行列や、上賀茂神社の賀茂競馬、



今宮神社の祭りの様子などが脱衣所を囲むように欄干のすかし彫りに彫られている。

脱衣所と浴室の間の渡り廊下は色鮮やかなマジョリカタイルとなっておりとても華や

かである。お風呂の種類は、露天風呂、檜風呂、深風呂、浅風呂、ジェットバス、薬

湯、サウナ、水風呂、打たせ湯と豊富な種類の湯船があり、入浴を思う存分楽しむこ

とができる。 

 

 

次からは、実際に私が訪れて思った感想や、魅力的であると感じた点について紹介

していきたいと思う。一つ目は、厳かな雰囲気な外観や華やかな装飾などの船岡温泉

と建物の魅力である。この場所を訪れ、立派な門や建物が目に入ると、豪華な旅館や

ジブリ作品の世界に来たような気持ちになり、それだけで気分を高めることができ

る。利用料金が大人 430円だが、この価格で利用できるのは非常にお手頃であると思

う。 

二つ目は湯船の種類の豊富さや広い浴槽での開放感を感じることができる点であ

る。家のお風呂に入浴しても浴室の狭さから、体を伸ばすことができず疲れを十分に

取ることができないが、船岡温泉の浴槽でならのびのびと入浴をする事ができる。そ

のため体感ではあるが 5倍近く疲れを癒すことができる。また、お風呂の種類も豊富

であるため自分のお気に入りのお風呂ができ、長時間入浴していても飽きることがな

い。特に私は、露天風呂がお気に入りである。町中で露天風呂を味わえるのは珍しく

とても嬉しい事である。特に、サウナに入り、自分を極限状態にしてからの、露天風



呂で外の風邪を浴びながらの入浴は最高である。 

3つ目はコミュニケーションの場として適している場であると感じた。その場では

すべてをさらけ出した状態でいるので、友人との会話でも本音で会話をしやすくより

近づいた距離関係を築くことができると感じる。それだけでなく、学生からお年寄り

まで世代を問わず多くの地域住民がこの場を訪れているため、地域住民の交流の場に

もなっている。実際に私も、面識のないお年寄りの方に声をかけられたことがあり、

戸惑う気持ちもあったが、それ以上に京都の住民として認められている気がし、嬉し

い気持ちの方が大きかった。 

 

京都と聞いて温泉を一番始めに温泉が思い浮かぶことはあまりないかも知れないが

が、建物としての価値やお風呂のとしての価値、人とのふれ合いなど「船岡温泉」は

京都らしい魅力が詰まった場所であると私は思う。高度経済成長期以降、全国の銭湯

数は年々減少しており、厳しい状況にある。このまま減少傾向が続いてしまったらも

しかしたら、日本から銭湯文化が無くなってしまうかも知れない。しかし、住民に取

っては大切な場所であり、私も「船岡温泉」という場を伝え続けてほしいとおもって

いるため私が京都にいる限りは通い続けたいと思う。手頃な値段で利用でき、価格以

上の満足度を得ることができるので、私たち学生にとっても利用しやすい施設である

と考える。少しでも興味をもったならば是非訪れてほしい。 
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